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【総務部 総務課】 

第１回糸魚川市特別職報酬等審議会 
 

日 令和３年１月 18 日（月） 時間 9：30～10：20 場所 市民会館３階会議室 

件 

名 

議案第１号 会長の互選について 

諮問第１号 市長、副市長及び教育長の給料の額について    

諮問第２号 議員報酬の額について 

諮問第３号 議員の政務活動費の額について 

出 

席 

者 

【出席者】 15 人 

 ◎糸魚川市特別職報酬等審議会委員（9名） 

  齋藤伸一 金子裕彦 樋口英一 猪又史博 佐藤猛 伊藤幸雄 冨岡利正 

 木島嵩善 山岸喜治 

◎市 

糸魚川市長 米田 徹 総務課長 渡辺 忍 

議会事務局次長 松村伸一 総務課職員係長 塚田勇二 

総務課職員係主査 秋山智宏 財政課財政係主査 富岡隆一 

    

【欠席者】 糸魚川市特別職報酬等審議会委員 宮下 和之 （敬称略） 
 

傍聴者定員 ４人 傍聴者数 ０人 

会議要旨 

１ 開会（9：30） 

（進行：事務局） 

 

２ 市長挨拶 

昨日、新潟県から発表がありました。当市で、２例目の新型コロナウイルス感染者が、当市の職

員であることが確認をされました。 

市民の皆様には、感染の予防を強くお願いしている中、当市の職員に感染が確認されましたこと

に、深くお詫びを申し上げます。大変申し訳ございません。 

また、今般の豪雪により、市民の皆様にも大変なご苦労をお掛けしておりますが、市では地域の

皆様の生命、財産を守ることを最優先に、防災減災対策の取り組みを一層推進して参りますので、

引き続きお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

さて、本審議会は、議員報酬及び政務活動費の額、市長、副市長及び教育長の給与の額について

ご審議をいただくことになっております。 

市では大火からの復興のほかにも、人口減少や、少子高齢化、中山間地域の集落の維持・存続な

どの多くの課題を抱えております。 

また、市内の景気動向も依然として不透明でありますことから、市政を運営する立場といたしま

して、諮問事項について、市民の皆様のご意見を賜りたいと考え、本審議会を設置させていただい

た次第です。委員の皆様には、それぞれのお立場から、ご意見を賜りたい。 

 

３ 議事 

⑴  会長の互選について 

事 務 局 ＝条例に基づき委員の互選となっているが、どのように選出するか。 
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委  員 ＝事務局一任の声あり。 

事 務 局 ＝事務局案を提案してよろしいか。 

委員一同 ＝異議なし。 

事 務 局 ＝学識経験者として、齋藤伸一委員に会長をお願いしたいがいかがか。 

委員一同 ＝異議なし。 

事 務 局 ＝審議会の会長を齋藤伸一委員にお願いし、以降の議事進行を会長にお願いする。 

会  長 ＝（挨拶）皆さんのご協力をいただきながら、適正なる意見も答申もしていきたいの

でお願いしたい。 

会  長 ＝審議会条例第４条第３項に基づき、金子裕彦委員を会長職務代理者に指定する。 

  

⑵ 諮問 

会  長 ＝事務局から発言を求められている。 

事 務 局 ＝審議会での諮問事項について、市長から会長に諮問する。 

       （諮問第１号、２号、３号について、市長から会長に諮問書を手渡す。） 

事 務 局 ＝次回２月３日に答申いただけたらと考えている。集中的な審議をお願いしたい。 

（市長退席） 

 

⑶ 審議 

  会  長 ＝「諮問第１号 市長、副市長及び教育長の給料の額について」、「諮問第２号 議員

報酬の額について」、「諮問第３号 議員の政務活動費の額について」を一括審議

する。事務局の説明を求める。 

        （資料について事務局説明） 

資料１  県内20市特別職（市長、副市長、教育長）給料額調べ 

資料２  県内20市特別職（議長、副議長、議員）報酬額及び政務活動費額調べ 

資料３  類似規模市等特別職（市長、副市長、教育長）給料額・特別職 

（議長、副議長、議員）報酬額及び政務活動費額調べ 

資料４  給料月額及び報酬月額等の改定経過 

資料５  政務活動費及び議会活動費の状況  

資料６  令和元年度 県内市町村普通会計決算収支 

資料７  財政状況資料（平成26年度～平成30年度）※総括表のみ 

資料８  糸魚川市長期財政見通し（令和2年度～令和8年度） 

資料９  糸魚川市の将来人口の推計 

資料10 令和元年度糸魚川市特別職報酬等審議会答申(写) 

 

会  長 ＝説明があったが、皆さんからのご質疑を受けたい。 

委  員 ＝状況を説明していただいたわけだが、かなり結論的なものはまあ見えている。 

今日結論を出してはいけないのか。 

事 務 局 ＝ご結論を出していただいても構わないが、最後答申という形で、市長にお渡しをす

るのは次回の２月３日にやらせていただきたい。 

本日において、ある程度結論を出していただくのが一番よろしいかと思う 

会  長 ＝任期途中で議員が亡くなったことで議員数が１名減になったはずですが、減ったこ

とによる弊害というのは、議会運営に対してどうだったのか。 

事 務 局 ＝不幸にしてお亡くなりになられた弊害といいますか、委員長経験も議員経験も長  
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かったこともありますので、その分市民の意見の吸い上げの規模が縮小したと思っ

ている。 

会  長 ＝議員定数を２名減にして、この４月に選挙になるわけだが、１名減でもちゃんとや

れていたのではないかという見方もある。 

委  員 ＝前回にも、議員の活動内容を、しっかりと自覚しろと言わせてもらった。 

そこで創生クラブの「継続できる糸魚川市を考える会」を、どういう感じでやられ

たかお聞きしたい。 

事 務 局 ＝詳しくは存じていないですが、講師先生を市内にお呼びをして、講演会を行いまし

た。そこに市の職員も参加をさせていただいて、一緒に講習を受けたものです。 

事 務 局 ＝メドアグリの代表が糸魚川市内でもって、大火復興住宅のところで、訪問医療、  

訪問介護の仕事も始めたということで、本当は会派の勉強会ですが市職員も一緒に、

講話を聞いたというような内容になります。 

委  員 ＝政務調査は、外へ出るよりも勉強が大事。市民との整合性を議員としてどう自覚し

て、行政に反映するかってことをやってくれって話であったわけです。 

この間議員とちょっと話したけれども、議員が意識改革しないと。行政だけじゃな

くて、市民が困る。 

議員が、皆さんと懇談して、活性化させるものを、行政が反映する。 

地方創生、これ６年たったけど、地方創生はなにやっているかって何もわからない。

本当の地方創生というのは、そこの地域を活性化して、自分たちで、例えば人口対

策やればいいし、地域活性化もやればいい。 

そういう発想は、国も人口対策にお金を出しますよと言ったって、金だけでは人口

対策にならないし、活性化もならない。 

やはりそこにプラス、皆さんが知恵を出して始めて、活性化の道を辿っていけるの

で、自分たちの責任も考えていかないと、これ今、右肩上がりの政治がしたがため

になるけれども、そこら辺は行政としても、自覚して反省している。 

議会も、反省してください。 

２名の定数減をやったからいいというものでなくて、18名でどういう議会を構成し

ていくことが一番大事。 

委  員 ＝私ども経済会として、地域の景況、非常に厳しいということですがご承知の通り、

コロナウイルス禍の中での経済状況であります。 

年２回景況調査をやっておりまして、昨年の６月上期の景況ですが、マイナス57、

一昨年度、後期の景況がマイナス15なので42ポイント下がっております。 

特に宿泊飲食業がマイナス87。前期がマイナス17なので、70ポイント下げていると

いうことで非常に厳しい経済状況でありました。 

また新型コロナウイルスの影響に関する調査も行っておりまして、今後考えられる

影響について、影響なしは大体20％ぐらいなのですが、あと80％は資金繰りの悪化

あるいは売り上げの減少等々80％の方々が、心配をしております。 

そんな中で、市へ入る税収もおそらく少なくなってくるだろうという考えもござい

ますし、その中で、市長、あるいは副市長、議員さんの、給料等々は、据え置きと

いうふうな考え方が一番妥当かなという感じをいたしております。 

会  長 ＝今回のコロナの関係で、説明ありましたけども、お客が来なくなって経営不振でお

金を借りに来るとか、金融関係に影響はどのような状況ですか 

委  員 ＝やはり、ものすごく厳しい状態はありまして、先ほど言われたように飲食宿泊業に
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関しましては、売り上げが前年比で３割４割しかないというような状態。 

宴会なんかがほとんどないので宴会を中心にしていたような飲食店はそういう状態

ですし、宿泊関係もやっぱりGoToキャンペーンの関係で盛り上がったところはあり

ましたが、実際それも今も止まっている状況で、ほぼ売り上げがないというなとこ

ろもあります。 

借入金もゼロゼロ資金という融資が、利用できますが、ただもうそれも使い切って

しまっているというところも、実際はあります。 

このままの状態が続いてきますと、もう今でさえ飲食業ではもう借金するのだった

らもう、商売やめようって言われているところもありますし、店を閉めているとこ

ろもある現状です。 

事業者でも、自分の事業が駄目なので、アルバイトに出ているのが市中の状況にな

ります。 

またこの豪雪も建設関係とかは結構潤ってくると思うのですけど、サービス業とか

飲食業とかでは結構除雪費用ってかなり大きいものですから、その金額で利益が飛

んでいるというようなところも、すでに出ています。 

委  員 ＝近年公共工事の方が大分減ってきていますし、ほとんど雪も降らなかったというこ

とで、人員が減らされてきています。 

また高齢者の方が多くなっているということもあって、この雪で人員を回すだけで

も大変なことになっておりまして、正直言ってやればやるほど赤字になる可能性の

方が大きい状況です。 

無理して除雪等々に対応していますので、やればやるほど儲かるような話ではない

かなと思っています 

 

会  長 ＝他、質疑ありますか。 

以上で、本日の審議を終結する。 

次回の審議に向け、追加資料との要望等はないか。 

委  員 ＝特になし 

 

４ その他 

事 務 局 ＝次回２月３日水曜日 午前10時分から会場は糸魚川市役所２階203・204会議室にお

いて第２回審議会を開催。 

次回で結審、答申をいただきたい。 

 

５ 閉会（10:20） 

以 上 

 


